
－1－ 

平成２７年度 第２５回大阪市路上喫煙対策委員会 

                         日時：平成２７年６月２２日 

開会 午前１０時００分 

○事務局（日下課長代理）  お待たせいたしました。定刻が参りましたので、ただ

いまから第２５回大阪市路上喫煙対策委員会を開催させていただきます。  

 議題に入りますまでの間、事務局のほうで進行を務めさせていただきます。  

 初めに、ただいま御出席をいただいております議員の皆様方は、４名でございます。

大阪市路上喫煙対策委員会規則第３条第２項の規定により、本会は成立していること

を、御報告申し上げます。  

 なお、御出席予定の藪根委員、田中委員におかれましては、事情で少し遅れており

ますので、御報告をさせていただきます。  

 それと、大久保委員におかれましては、本日所用のため御欠席をされております。  

ここで、傍聴者の皆様にお願いをいたします。あらかじめ事務局から御説明させ

ていただきました傍聴要領に従いまして、御清聴いただきますよう御協力をよろしく

お願いいたします。 

 また、報道関係者の皆様におかれましては、あらかじめ事務局から御説明いたしま

したとおり、会議の進行の妨げとならないよう取材のほうをお願いしたいと存じます。

御協力のほうよろしくお願いいたします。  

 それでは、開会にあたりまして、大阪市環境局長北辻より御挨拶を申し上げます。  

○北辻局長  今年度から環境局長に就任いたしております北辻でございます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。  

 第２５回路上喫煙対策委員会の開催にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。  

本日は大変お忙しい中、路上喫煙対策委員会に御出席を賜りまことにありがとう

ございます。委員の皆様方には、それぞれの分野の第一線におきまして御活躍され、

大変御多用にもかかわらず、平成２６年度は都島区京橋地域の路上喫煙禁止地区指定
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につきまして、山西委員長を中心に答申を取りまとめていただき厚く御礼を申し上げ

ます。 

 いただきました答申に基づき、平成２７年２月１日に都島区京橋地域を２カ所目の

路上喫煙禁止地区に指定をいたしております。  

 本日の委員会におきましては、平成２６年１０月３１日の禁止地区告示以降の取り

組みと現状につきまして、都島区役所から御報告をさせていただきます。  

 また、たばこ市民マナーエリア制度について、新しい団体からの御応募がございま

したので御審議をお願いいたしております。たばこ市民マナーエリア制度につきまし

ては、平成２０年度に全国初の制度として発足いたしました。７年が経過し一定の取

り組みの成果もあらわれておりますが、特に大阪におきましては、たばこ等のマナー

についての市民の声など苦情も依然として多いことから、このマナー向上の問題は引

き継ぎ重要な課題であると考えております。今後とも、さらにこの制度を活性化して、

市民の喫煙のマナー向上につなげてまいりたいと考えておりますので、よろしく御審

議いただきますようにお願いを申し上げます。  

 簡単ではございますが、開会にあたりましての御挨拶をさせていただきます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。  

○事務局（日下課長代理）  それでは、本日は平成２７年度初めての委員会でござ

いますので、ここで委員の皆様の御紹介をさせていただきます。お手元の大阪市路上

喫煙対策委員会委員名簿順に御紹介をさせていただきます。  

 なお、お名前のみの御紹介とさせていただきますのでよろしくお願いします。  

 初めに山西委員長でございます。  

○山西委員長  委員長の山西です。よろしくお願いいたします。  

○事務局（日下課長代理）  清見委員でございます。  

〇清見委員  清見でございます。よろしくお願いします。  

○事務局（日下課長代理）  後藤委員でございます。  
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〇後藤委員  後藤です。よろしくお願いします。  

○事務局（日下課長代理）  田中委員は、ただいまのところ少し遅れられておりま

す。藪根委員でございます。  

〇藪根委員  藪根でございます。本日は遅れて申しわけございませんでした。よろ

しくお願いいたします。 

○事務局（日下課長代理）  吉田委員でございます。  

〇吉田委員  吉田でございます。よろしくお願いいたします  

○事務局（日下課長代理）  ここで、山西委員長に御挨拶をお願いしたいと存じま

す。 

〇山西委員長  皆さん、おはようございます。座ってやらさせていただきます。  

 昨年度は、京橋地域の路上喫煙禁止地区の指定等につきまして、皆様から本当に活

発な御議論をいただきまして、その結果無事指定がなされて、最後の懸案の問題とな

っておりました喫煙場所をどこに設置するか、どういうふうな形で設置するかという

ことに関しましても、非常にスムーズに設置場所を地域の皆様、それから大阪市の

方々、関係者の方々の御協力を得て設置ができ、現在非常にスムーズな運営が行われ

てるように聞いております。きょう、また詳しく御報告があるかと思いますので、そ

ういった昨年度のまた実績、その効果等も勘案しながら、新たに今年度の課題に取り

組んでいきたいと思いますので、どうかよろしく御協力お願いいたします。  

○事務局（日下課長代理）  ありがとうございました。  

 議事に入ります前に、お手元にお配りしております資料の確認をさせていただきま

す。 

 初めに、本日の大阪市路上喫煙対策委員会次第でございます。次に、先ほど御覧い

ただきました委員名簿と本日の配席図でございます。次に、第２５回大阪市路上喫煙

対策委員会資料と記した冊子でございます。さらに、審議会等の設置及び運営に関す

る指針（抄）解釈・運用の手引きでございます。資料等漏れはございませんでしょう
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か。委員の皆様のほうには、たばこ市民マナー向上エリア制度応募団体資料もお配り

をさせていただいております。  

 それでは、これ以降の議事につきましては、山西委員長に進行をお願いしたいと存

じます。委員長、よろしくお願いいたします。  

〇山西委員長  それでは、早速議題に入らせていただきます。  

 一つ目の議題である路上喫煙対策取り組みの状況について、事務局のほうから御報

告をお願いいたします。 

〇金箱課長  事務局を担当しております環境局事業管理課の金箱です。  

 まず、私のほうから委員会の資料に基づきまして、御説明をさせていただきます。  

 この資料の１ページ目をお開きください。これまでの路上喫煙対策に関する取り組

み状況でございます。全般的なことをまず御説明させていただきまして、進めていき

たいと思います。 

 皆さん、既に御承知かと思いますけれども、大阪市での路上喫煙対策は平成１８年

度からスタートということで、当時関係する部所、環境事業局、健康福祉局、危機管

理室、消防局の４局共同で、この路上喫煙対策事業に向けてどういうふうな形でとい

うことで議論をスタートさせました。  

平成１９年４月１日には、その議論の結果、大阪市路上喫煙の防止に関する条例

が施行できました。その後、同年４月２５日に路上喫煙対策委員会を開催いたしまし

て、条例の中でこの路上喫煙対策に関しまして、いろいろ重要な施策、それから主な

禁止地区、こういったことにつきまして議論をいただくということになっております

この対策委員会を開催いたしまして、路上喫煙禁止地区の指定をどうするか、それか

ら路上喫煙の防止の推進に関する重要事項、どういったことを進めていかなければい

けないかということを、議論をスタートいただきました。  

 その後、７月になりまして路上喫煙の禁止地区といたしまして、大阪市の最初の禁

止地区、御堂筋及び大阪市役所・中央公会堂周辺を指定いたしました。指定をした後、
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周知期間等含めまして、１０月１日からこの御堂筋路上喫煙の禁止地区におきまして、

過料１，０００円の徴収を開始いたしました。  

 その後、この１９年に条例がスタートし禁止地区がスタートしたんでございますが、

この禁止地区だけでは、もともとの条例の趣旨であります、たばこのマナーを向上さ

せてたばこを吸う人と吸わない人、両方が共存していくというようなことを推進する、

そのためには、禁止地区だけでは果たせないであろうという観点から、たばこ市民マ

ナー向上エリア制度ということにつきまして、いろいろ議論を重ねていただいた結果、

平成２０年度に地域の市民・事業者等が主体となり、自主的に路上喫煙の防止活動に

取り組んでいただき、その活動に本市が支援や協働することで、地域社会におけるマ

ナー意識を高め、安心、安全で快適なまちづくりを進める、そういった目的で全国初

の取り組みとして、たばこ市民マナー向上エリア制度がスタートしたところです。  

 その後、禁止地区とこのたばこ市民マナー向上エリア制度の両輪で、大阪市の路上

喫煙対策事業を進めてまいりましたが、一方、こういうような条例も他都市にも広が

るとともに、他都市におきましてもこういう禁止地区の拡大、特に関西では大阪、当

然第一番目に初めてスタートしたところでございますけれども、京都市、神戸市でも

そういう禁止地区の取り組みが始まりました。なおかつ、そういうところでの拡大と

いう動向もございまして、平成２４年１２月には今後の路上喫煙禁止地区にかかる考

え方、そういう全国的な禁止地区の拡大という動きを見据えた上で、大阪市としてど

のように禁止地区を今後考えていけばいいか、ということを諮問させていただきまし

て、翌年平成２５年６月１１日路上対策委員会として、「路上喫煙禁止地区にかかる

考え方について」という答申をいただいたとこで。この答申の内容としましては、そ

こに括弧囲みで書かせていただいておりますけれども、２点大きなポイントがござい

ます。 

 １点目は、駅周辺や通行者数が比較的多い地域、ＰＲ・抑止効果などとともに、区

の意見を踏まえ総合的に判断されたい。２点目といたしましては、実施地区の区域
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（範囲）については、禁止地区の明確性を確保するという考え方を基本に検討・調整

されたい、という考え方で御堂筋に続く禁止地区の拡大、そういうとこについて考え

てもらいたいという、そういう答申をいただきました。これを受けまして、大阪市と

しましても２４区にそれぞれの意見等をお聞きする、そういう機会を設けました。  

 続いて２ページに移らせていただきます。そういった平成１９年度の条例施行から

平成２５年の答申を受けた後に、各２４区にお聞きした結果、都島区役所さんにおき

まして、地元とのいろいろの話し合い、調整の上、都島区京橋地域の禁止地区指定に

ついてスタートが切られました。 

 まず、一番上に書いております括弧書きの京橋地域の安全なまちづくり連絡協議会。

これはここに書いておりますとおり、地元の協議会や町会、それから区役所、それか

ら環境事業センター等の各行政機関、それから京阪とかＪＲなどの鉄道事業、そうい

うのは一体総合的に参加いただき、京橋地域をどのように魅力のあるまちづくりにす

るかということで、スタートしていただいていたそういう団体でございます。そうい

う団体の中で、平成２５年５月２２日、京橋地域の路上喫煙禁止地区指定に向けて考

え方が説明された上、いろいろと議論を重ね、それから実際に路上喫煙の状況の実態

調査、これは都島区役所さんにおいて実施されたとこでございますが、毛馬・桜ノ宮

及び京橋地域の活性化調査ということで、喫煙状態の喫煙状況の実態調査。実態を把

握しまして、また再度この協議会に諮られたという経過でございます。  

 その上で、地域から声があがった段階であと区政会議、それから再度まちづくり協

議会等で詳細というか、議論を重ねるだけ重ねまして、平成２６年の６月に都島区役

所として京橋の地域、具体的には範囲、そういうのを提案されまして、この路上喫煙

対策委員会にお諮りいたしました。 

 実際ありまして、ここが大阪市で第２番目の禁止地区としてどういった形で進めて

いくかというのが、平成２６年６月からスタートいたしました。その後の事務手続は、

ここに書かせていただいてるとおりパブリック・コメント、それから対策委員会、先
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ほど委員長からのお話もありましたとおり、対策委員会ではさまざまな意見、この京

橋の禁止地区を実効性、効果のあるものとするためにはどうしていけばいいかといっ

たところにつきまして、さまざまな観点からいろいろ意見が出されて３回の委員会の

議論の後、平成２６年１０月に「新たな『路上喫煙禁止地区』(都島区京橋地域)の指

定について」の答申をいただいたとこでございます。その後、１０月３１日に告示を

行い喫煙所設置も翌年２７年１月に設置が果たせて、２７年２月から禁止地区の指定、

過料徴収の開始を行い、現在に至ってるとこでございます。  

 ざっとした、まずは路上喫煙の防止対策の事業から、今回の都島区の京橋地域にお

ける大阪市２番目の禁止地区指定についての経過につきまして、資料に基づきまして

御説明させていただきました。  

 続きまして、ちょっと具体の中身につきましては、都島区役所さんのほうにちょっ

と御説明をお願いしたいと思います。 

〇都島区小田課長  おはようございます。都島区役所の小田です。ありがとうござ

います。お久しぶりです。  

 経過と概略は今、環境さんのほうから御説明がありましたので、去年の１０月３１

日以降の２月１日に向けての動きと、それ以降現時点までという形での御報告をさせ

ていただけたらと思っております。  

 １０月３１日に告示をいただきまして、２月１日に向けてどんな形の啓発なり、周

知を行っていかないかんということで取り組みをさせていただきました。当然いろん

な形で路面シートとか標識とかつけさせてもらうための手続をさせてもらいながら、

それの前段で２６年６月から区の広報誌を使いながら、禁止地区指定に向けてのいろ

んな形の仕掛けの啓発というか、広報活動を地道にさせていただいたというのがあり

ます。 

 それ以降、京橋の協議会で自転車対策という毎週やってる撤去活動に合わせて毎週

やらせてもらうのと、月２回に夜間啓発いうのを、晩に７時半からやってる夜間啓発
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にあわせてこれも１１月以降今も継続してます。それから、ゆめまちロードＯＳＡＫ

Ａ、道路清掃もあわせてやるときにも連続で啓発をさせていただいたと。  

 区内のたばこ商さんとの連携も含めて、協働で現地でも毎月清掃活動とあわせて啓

発をさせてもらって。それから、事前の啓発効果とか周知行為も含めて１月１４日か

ら月末まで、各日２時間、場所を変えながら路上喫煙禁止になりますいう啓発、業務

委託という形で実施させていただきました。  

 それから、あわせて環境さんのほうから指導員さんの施行の事前啓発という形で１

月１３日から月末まで。それから、北部環境事業センターさんの御協力いただいて、

広報車によるアナウンスを２月の末まで。それから、地域のイベントで呼びかけてい

って、いろんな事前啓発をさせていただいた。地域のお祭りとか、環境局のイベント

とかに出向いてやらさせていただいたというような形。それから、１月には４都市の

合同啓発と一緒に、京橋で事前にやらせていただいたというのと、環境さんのほうで

ストリートフェスタを使って、また啓発もお願いをした。  

 それから、ポスター、チラシに関しましては区内の各全地域に掲示をお願いしたり、

商店会連盟さんにも各商店に掲示もお願いをしたり、それから、ポスティングによる

エリア内全戸ポスティングをさせていただいたり、コムズガーデンとか中央商店街そ

こら辺で片っ端からお願いをしたというのと、あとエリア内の民間ビルのとこにもお

願いに行って、タクシー会社さん含めて、チラシをお配りさせていただきながら事前

啓発を実施してきたという経過がございます。  

 次に、ポスターにつきましてはいろいろ掲示がありますので、電鉄会社さんにお願

いをしに行ったのは、１月２６日からということで直前啓発ということで、駅構内に

貼っていただくような形でお願いをして、これを１週間単位でお願いをしたという形

と。 

あと、お気づきやったと思うんですけれども、京橋の連絡通路のところでキャッ

チとか自転車とかごみをほかさないとかいう啓発の文言とかを７時から夜の１１時ま



－9－ 

で１５分置きに流してるんですけど、そこに路上喫煙の禁止地区指定を新たに足し込

みまして、今ずっと流れているということになってます。だから、自転車から客引き

後に喫煙禁止というような形でずっと１５分置きにプラスアルファして流させていた

だいているということは今もやっております。これは指定管理者である駐輪場の業者

さんのところでお願いをしてるということです。  

それから、１月には市長会見をさせていただいて、市長のほうから指定しますよ

ということをお願いをしてもらったと。御周知をお願いしたというのと。  

１月２６日に日本たばこ産業さんのほうから御寄附をいただいた形で京橋のとこ

ろの広場のところに喫煙所を設置して、月末までは清掃活動、清掃の御協力をいただ

いたと。２月１日以降に関しましては、市のホームページとか、モニターとか電光ニ

ュースに掲載させてもらうのと同時に、この広報誌についても２月１日以降に禁止地

区の指定掲載と、４月号ではちょうど２か月ぐらいたってましたので、禁止前と禁止

後の写真の掲載みたいなもの、ちょっと極端ではありましたが掲載させていただいた

というのと、４月号から逆にたばこの喫煙による健康被害みたいなもんも訴えていこ

うということでコラムを毎月掲載を始めている。それから、全市版２月号には禁止地

区の指定地域の掲載もさせていただいた。現時点での京橋の協議会のほうで毎月行っ

ている啓発活動についても、これからもやっていくという形で今取り組んでいる。喫

煙所清掃につきましては、２月１日から業者を入れて清掃活動させて、清掃させても

らってるというのと。 

 あと大きな効果というのか、これをやった結果というのか、形なんですけれども、

ちょうど２月１日に路上喫煙禁止になると同時に、京橋の駅前にいっぱいごみ袋とか

ごみが散乱してた状況が山積みになってたとかいうのを御存じと思います。直前１週

間ぐらいの間にあっちこっち調整させてもらって、２月１日の直前に全部を撤去しま

した。ごみ袋がもうぶら下がってませんし、駅前広場のところの看板の横にごみが野

積みされてた状況があったんですけど、あれも撤去しました。ごみ置かれんようにち
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ょっと植栽植えたりしながら、京阪さんとかＪＲさんとか自転車の駐輪場の業者さん

とか、いろんなとこで御協力いただきながら清掃活動をあわせてやりながらみたいな

形で、環境さんにもお願いしながら、ごみ置いたらすぐ撤去するという形でこの間や

ってきてごみをほられんようになりました。  

また、京橋の広場でたばこ吸う人は喫煙所で吸うてくれはるようになってきて、

通行される方とか地元の方々は、ものすごいかたまって向こう行って住み分けになっ

たみたいな形のお話を頂戴しながら、座りながらたばこを吸うて缶ジュース飲んだり、

ビール飲んだり、弁当食べたりして、そのまま放置するという行為が少なくとも以前

より減ってます。 

ただ、やっぱり缶カンほられるのはまだほられてます。そんなんを清掃活動しな

がらということになってますけど。明らかに京橋のエリアの中で、たばこの吸い殻が

落ちなくなりました。これもう明らかですよ。  

地元のお住まいの地域の方々なんかも、地元の会議の中でようやったというよう

なお褒めの言葉もいただいたり、やっぱり歩きたばこを手前みそではありますけど、

非常に見なくなりました。これすごいことやと思ってますし、地元の方も商店街の方

も京阪さんなんかも、やっぱりかなりないよねという話になってきたのと。  

そのたばこ吸うてる人が歩いてはったり、たばこを吸おうとしはったときに、こ

こ吸ったらあかんとこやでと言って、地元の方々が声かけれるようなことができるよ

うな担保になったというのと。  

京阪からＪＲの乗りかえ口のとこでも結構人通りが多い中で、たばこ吸うてはる

人ようけいてはったり、横へ寄ってたばこ吸おうみたいなことしてはる人がいてはる

状況を、乗りかえの通勤客の御本人さんたちがここあかんとこやから向こう行って吸

いと言うて、誘導してくれるような声かけもあったり、何かええ感じで動いてるなと

いうのは全体的な感想として行政は持っておりますし、地元の評価もおおむね良好に

過ぎてるなと。 
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ただ、ゼロではないです。こればっかりは地道にやっていくしかないんで、いき

なり百・ゼロの形にはならないというのは、当初からお話はさせてもうたとこですけ

ど、徐々に意識が上がってきたり、吸うたらあかんとこやということをわかっていた

だくようなことで、コムズガーデンの上でも明らかに座ってたばこ吸うのは減りまし

たし、そんな形で徴収員さんの効果もあるとは思いますけれども、そんな形で進んで

るということに関しては、非常に喜ばしいことやというふうに、地元も含めて感想を

持ったというとこです。 

 大きいのは、環境さんのとこには入ってる可能性はあるんですけど、区役所に直接

２月１日前後から苦情が１件もありません。これは非常に、１日への施行の日に京橋

の辺うろうろしてたんですけど、皆さんが何かあったら言うたるわみたいなこと言っ

てくれてはったんですけど、一定覚悟はしてました。クレームなり文句なり、いろん

なことが出てくるかなと思ってましたけど、直接区役所にクレームとか苦情とかいう

のは入ってきてません。ちょっと１週間ぐらいは覚悟していかなあかんなみたいなこ

とを担当としては思っとったんですけど、意外とスムーズにいけたかな。事前的なも

んでかなりのことをやりましたので、短期間とはいいながら集中的に頑張ってやらせ

ていただきましたのでその効果と、乗りかえ客含めて啓発をしてましたので、その関

係もあったかなと思いますが、地元からお声が上がってやってきたというところの仕

掛けの仕方で、こういう形につながってるのかなということが私どもとしても喜ぶと

ころです。 

 このような形で現時点でも啓発は続けながら、まだいつやめるなども考えておりま

せんので、ずっと啓発はしながら地元の方のお力いただきながら啓発を続けていこう

というふうに考えてるとこです。ありがとうございました。  

〇金箱課長  続きまして、この路上喫煙対策取り組み状況ということで、あと何点

か御報告いたします。 

 ８ページをお開きください。８ページは過料処分件数ということで、今これは既に
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過去からずっと平成１９年度からの数値は、繰り返し繰り返しの御報告なんですけど

も、平成２６年度今回の部分につきまして御報告いたしますと、２６年御堂筋及び大

阪市役所等につきましては、１年間ということで５，４５９件。これは、わずかでご

ざいますけれども前年度よりも減っております。あともう一遍、先ほど報告あった２

７年２月からの都島区京橋につきましては、２月、３月で５５７件いうことで合計６，

０１６件ということでございます。  

御堂筋につきましては、わずかですけれども減っておりますが、まだまだ数字が

ある程度横並びというか、なっとりますけれども、最近の傾向といたしましてはやは

り外から来られる観光客、こういった方がやはり知らなくてたばこを吸ってる、それ

をこちらの指導員が説明して過料徴収するというふうなことが、過去の年度とは違っ

た点かなと、ちょっと分析までは至っておりませんけれども、日々の事務処理の中で

そのような感覚を持っております。  

 続きまして、市内全域の定点調査喫煙率でございます。９ページでございますが、

これは従来からまず禁止地区といたしまして、淀屋橋以下６カ所の点、それからたば

こ市民マナー向上エリアで参画いただいてるところにつきまして、大阪駅前の東側の

横断歩道以下５カ所、それから上記禁止地区、向上エリア以外の点ということで、そ

れぞれ定点調査を実施、２６年度も行っております。  

 条例が施行される前につきましては、一番左端の平成１８年度の３回分ということ

で、それぞれ禁止地区では２．５７％、たばこ市民マナー向上エリアのとこは０．８

１％、それから上記以外では２．３０％ということで、全部の通行者数で路上喫煙の

たばこ吸ってる方の数を割ったポイントですけれども、１．７７％という状況でござ

いましたが、やはり減少傾向にあるということで２６年８月にも禁止地区では０．１

６、たばこ市民マナー向上エリアでは０．０８、それから上記以外では０．４７とい

うことで、上記３つ合わせたところ０．２５ということで。これは、去年までこの２

５年度までもが減ってはおりましたけれども、ほかの都市、先ほどちょっと触れた４
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都市の会議というのがございます。京都市、神戸市、堺市、大阪市で、それぞれの路

上喫煙の対策を担当してるところが集まって、いろいろと議論するそういう会議の場

なんですけども、なかなかその場では大阪市やはりまだまだ改善しないといけないと

いうところ感じておりましたけれども、幸いにも２６年度はそれからまた少し減って

おりますので、他都市にもおくればせながら肩を並べつつあるのかなという状況でご

ざいます。１０ページがその喫煙率の折れ線グラフで、見ていただきましたら、やは

りこのグラフでも下がっていってるという傾向を見ていただけるのかなと思います。  

 それから１１ページでございますが、昨年、平成２０年度に全国初の取り組みとい

うことでスタートいたしました、たばこ市民マナー向上エリアの活動団体の一覧でご

ざいます。２４区全てで数はばらつきございますけれども、１団体以上参画いただい

ておりまして、全区合計で６９団体というのが２７年５月１日現在の状況でございま

す。 

 続きまして、その次のページ以下がその団体の年間の活動報告でございます。清掃

活動、それから啓発ティッシュなど配布してやっていただく、それからクリーン祭り

とかそういう地元であるイベントに参画いただいて、そこでの啓発活動ということが

報告されております。 

また、京橋の京橋地域の禁止地区の指定前に各団体ということで、この路上喫煙

対策委員会に出席いただきまして御報告いただきました東淀川区の相川の学生の街と

いうところでは、大学にも出向いて大学のそういう学園祭というか、そういうところ

にも参加いただいて学生にも周知いただいてるということで、いろいろそれぞれの団

体で考えて活動いただいてるところを報告させていただきます。６９団体全てにつき

まして逐次御説明はちょっとできませんけれども、それにつきましては後ほどまた御

一読いただければと思います。  

 簡単ではございますけれども、路上喫煙対策の取り組み状況ということで、御報告

以上にさせていただきます。よろしくお願いします。  
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〇山西委員長  どうもありがとうございました。我々、現委員がかかわった昨年度

の京橋地域の指定が非常に効果が上がってるということで。恐らく、これは地域から

あがってきた声を丁寧にひらい上げながら地域の人が中心になってやってくれたその

結果じゃないかなというふうに思っております。ありがとうございます。  

 それでは、ただいまの報告に対しまして委員の皆様からの御質問、御意見等ござい

ましたらいかがでしょうか。  

〇田中委員  どうも遅れまして申しわけございませんでした。  

 ちょっと感じたことを申し上げます。まず、京橋地域のたばこの吸い殻も出なくな

ったとか、歩きたばこを見られなくなったというようなお話があって、これ苦情も出

ずスムーズに進んでいったという話なんですけれども。  

やはり、禁止区域指定前から地元の協議をずっとやっていって、その結果、やは

りその後に指定後も協力してくれる方がいらっしゃるということなので、これまさし

く、市民が参加して最初から区域指定の前から市民参加してやってこられたというの

は、すごく貴重な協働のまちづくりの事例ではないかなというふうに思ってます。今

後もそういうふうなスタイルでやっていけたらいいかなということで、ちょっと感じ

てます。 

 もう１点なんですけれども、ちょっと８ページのところで数字なんですが、ちょう

ど過料処分の件数なんですけれども、これ平成２０年から２１年ちょっと数字が上が

ってきてますが、これはどういう原因なのかということと。  

それから、先ほど外からの観光客の増加というお話がございましたけれども、大

阪でも見てますと、やはり外国人の方の観光客がかなり多くなってきてまして、免税

店とかも整備するという国の方針もあるのですが、そういう中でエリアの啓発活動に

非常に限界が出てくると、例えば英語ですとか、中国語ですとか、そういう対応も必

要になってきたり、外からの観光客というところでいうと、外国人の方にどういうふ

うにお伝えしていけばいいのか、どういうふうな啓発をしていけばいいのかというと
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ころですごく悩むところではありますが、今後そういうふうな対策をやはり考えてい

く必要があるんじゃないかなということで、ちょっと感じております。以上です。  

〇山西委員長  ありがとうございます。  

 もし何か、事務局のほうでわかる可能な限り、何かありましたら、特に平成２０年

度から２１年度に増加してた理由であるとか、昨今の外国人観光客の増加に対する対

策で、特に注意を払ってる点とかありましたらお願いいたします。  

〇金箱課長  まず、過料処分の２０年度、２１年度の増加というの、これちょっと

そこまでも分析ははっきりとしてませんが、ただ１９年度が１０月からスタートして

半年くらいということで、実質は２０年度から過料処分が実質１年間スタートした。

２０年度は当然当初の年、まだまだ２０年度、２１年度そこら辺の看板とかそういう

のは十分やったつもりなんですけれども、そこまでサラリーマンとかビジネスマン、

それから御堂筋を歩く方に周知が行き届いてなかったということで、やっぱりたばこ

吸う人は吸うてしまうと。そこで、私ども指導員が徴収をしたと。  

その後２２年度２３年度につきますと、今度はビジネスマン、サラリーマンの方

はほとんどわかってるから、御堂筋ではという言い方は失礼ですけれども、極力吸わ

ないということで。逆に、ほかのとこから来られた学生さんとか観光客、それからた

またま来られた方、こういう方が吸うということで、ずっと２２、２３、２４と徐々

に一定のところにきてるのかと、そういうふうな感覚でおりました。  

 ところが、２６年度、今年度につきましては、やっぱりそういう過料徴収の書類を

見てますと、やはりそうじゃない、先ほど委員からも御指摘があったように、外国か

らの方とかいう方も、そういうところで名前はわからないけれども、そういう外国の

方とかいうことの書き方で上がってるとこありますんで、先ほど申したのはそういう

点で、詳細それは何件あってということで、数字をつかんでおらない中で話をしまし

て申しわけございませんけれども、そういうところがあるのかなと。  

 もう１点、これは当然たばこだけやなしにごみの関係もそうなんですけれども、や
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はりそういうごみのところ、たばこのこういうパンフレット、リーフレットそこに当

然中国語、それからハングル語、それから英語、こういうのは入れていく必要性はあ

るというふうには考えておりますが、まだそれを実行にはちょっと移せてはおりませ

んので今後の大きな課題だと思っております。  

 答えにはなっておらないかもしれないけれども、以上です。  

〇山西委員長  ありがとうございます。委員の方々、吉田委員。  

〇吉田委員  意外と言っては語弊があるんですけれども、そこまでうまくいってる

のかなと、京橋でというのが正直な印象でございます。  

 実は私も気になって、この間、仕事の関係で京橋駅前をですね、確かにおっしゃる

とおり、かなり減ってる。全くゼロではなかったんですけれどもね。そら、そういう

意味では今の御説明はやっぱ効果があったんだなと本当に努力に敬意を、そしてなん

ですけれども。 

 ただ、区役所に苦情はなかったという御説明があったんですが、現場の指導員さん

レベルで、本当にそういうトラブルなかったのかなというのが１点お尋ねしたい点が

一つ。 

 それともう１点は、これ成功の一つの要因として、やはり吸う方の場所の確保、そ

ういったものを我々も委員としていろいろ腐心したとこなんですけれども。今回それ

が適切であったのかどうか、それの評価ですね、もう少し離れた場所という当初の案

もあったように記憶しておるんですけれども。やはり吸われる方、吸われない方それ

ぞれの件と言いますか、その辺のうまくそういうことをたもたないと無理が生じるだ

ろうという判断があったわけなんですが、今回設けられた設置場所がいかがであった

か、その評価もお聞かせいただけたらと思います。以上です。  

〇山西委員長  ありがとうございます。お願いいたします。  

〇金箱課長  まず１点目、吉田委員からの、対応というか苦情というかその点に関

しましては、未だ、まだ京橋だけじゃなしに御堂筋でも、中にはそういうことについ



－17－ 

て理解していただけない、何で払わなあかんねんやということの方もいらっしゃいま

すし。当然それについてきっちり不服を言うという方もありますんで。路上喫煙に関

して、当初ほどではないとはちょっと思っておるんですけれども、決して全員が全員

わかって理解して対応いただけるということやなしに、環境局の指導員さんは絶えず

現場で、やはりいろいろと言われながら対応してるというのは事実です。  

 ただ、幸いにも先ほど都島区役所の小田課長からもありましたように、もっと京橋

でやはりあそこのコンコースのところでいろいろと話が出て、なおかつ、通行人が多

いんでほかの方もわあと言うてくるかなという想定はあったんですけれども、それは

今のところ一例も聞いておりませんので。やはりある程度まとまったところ、それか

ら今の区役所からもお話ありましたように、いろんな手段でこれまで取り組んでいた

だいてる、そういうところがやっぱり効果があって、京橋のほうはうまいこといって

ると思います。やっぱり御堂筋でもまだまだ、やはり全て会話取っておりますけれど

も、問題なく取れてるということじゃないというのは一言御説明いたします。  

 それから、設置場所、喫煙所設置場所につきましては、ちょっと私どものほうも状

況は見ておりますけれども、どうかなという点についてはちょっとそこまで私のほう

はまだわかってませんので、仮にもし都島区さんのほうがあれば一言あれですけど。

私どものほうはちょっとそこまでまだコメントちょっとできてません。  

〇都島区小田課長  こちらの委員会のほうで、喫煙所を設置するという条件いただ

いて持ち帰りました。京橋の委員会開いて一定物議はありました。当然そうですね。

つくらへんという方向でいってたのに、つくらなあかんということが前提になったと

いうことになって、ひっくり返さないかんかったんで、ちょっと物議はありました。

ただ、委員会のほうからつくらなあかんという理由がその住み分けとマナーの問題も

含めてという答申をいただいたこともありますし、あれだけのエリアの中で、京橋の

中でもたばこ吸う人いますし、実は私も吸うほうですから、吸う人間の気持ちもわか

らんでもないしみたいなとこの話の中で、一定、ではつくるという答申が出てるから
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つくろうなというとこで、前にもお話しさせてもらったコムズにつくるか、京橋の広

場につくるか、私的にはその２カ所しかないという論議で話は進みましたけれども。

実際に人の誘導のこととか動線の流れのこととか、それからやっぱりたまりの多いと

ころっていうことになると、やっぱり多少でも離しながら人の目によく見えるところ

につくっとく必要があるやろというようなことで、地元の人の意見とか、いろんなと

ころを反映してあそこになったという経過があります。  

 １カ所でええんかどうかというのは、ちょっと今後のこともあるかと思います。た

だ、喫煙禁止地区になるんに合わせて、覚えておられるかどうかわからないんですけ

れど、コムズガーデンの西側にビルの１階コンビニさんがありました。地下鉄上がっ

たとこにも灰皿置いてはって、コンビニさんの入り口にも置いてはったりしたんです

けど、それもあわせて撤去されました。指定に合わせてうちも引き上げるわ言うて御

協力いただいて、ポスターも貼ってくれはりました。幾つかのビルのところにもやっ

ぱり大きい灰皿置いてはったとこも幾つかあったんですけど、ここも自主的にうちも

やめる言うて引き上げてくれはったみたいなことがあって、総体的な意識の中で皆さ

んから御協力いただきながらやってきたみたいな形になってるというのは、非常にえ

え感じやなと思ってますし、地元の方もお声かけていただきながら、いろんな形で有

形無形の中で皆さんの意識を高めてもらってるという地元の協力みたいなもんはやっ

ぱり大きいなと思いますし、商店街さんなんかも御協力いただいてますしね。  

 清掃活動、いろんな方があそこを清掃してくれはります。私どももやってますし、

環境さんもやってくれたりしてますけど、たばこ屋さんやってくれはったり、京阪さ

んとかＪＲさんとか、駐輪場業者さんもやってくれたりするんで、やっぱりきれいに

しようということを意識づけていくと、やっぱりきれいになっていくんかなみたいな

とこ、続けていくその根気の問題がなえたらいかんねんやろなというとこは感じてる

とこです。 

 今後２カ所にするのかどうなんかみたいなことも踏まえて、当面は今の経過を見な
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がら、定点観測なんかも統計取っていかなあかんなと思ってますし、そんな中でやと

思ってますけれども。 

 たばこ吸う人、吸わん人がありますけど、吸う方のその習慣性みたいなもんがかな

りあるかというふうに思ってますんで、たばこそこでやったら吸えるんやみたいな習

慣性がついてしまうと、意外といけるかもしれんなみたいな思いもゼロではないです。

ただ、現時点でその路上喫煙がゼロにはなってないですし、たばこの吸い殻も落ちて

ますし、ごみも落ちてます。ただ、要はだんだんだんだん減ってきて、いずれなくな

るような方向に進めばいいかなということで、少し気長に見ていかないかんことやと

思ってますんで、こんな感じで地元の取り組みも何か力入れ過ぎて後で息切れせんよ

うな形で続けていけたらなというふうに思ってます。  

〇山西委員長  ありがとうございます。清見委員のほうで。  

〇清見委員  今、報告を聞いてました。喫煙所つくって非常に効果があったという

ことをお伺いして非常にうれしく思っております。去年、そういう意見はすごく強調

しまして、御協力いただきました都島区の小田課長、金箱課長、ＪＴの方には非常に、

この場をかりまして感謝を申し上げます。ありがとうございました。  

 それで今ちょっと、私のほうの組合では中央区と浪速区というところがあるんです

けれども、先ほどの田中委員がおっしゃられたように、平成１９年に路上喫煙禁止地

区設定された状況と、今が非常に外国人旅行者がわんさかあふれてまして、非常に困

られてると。当時は淀屋橋と難波という２カ所の喫煙所でＰＲ効果高かったと思うん

ですけれども、今やはり、千日前通りから心斎橋大丸前が非常に観光客の方が多いと。

その辺の部分でやはり地元の方もマナー向上を努力してはるんですけれども、やはり

ＰＲ効果ある分で喫煙所の設置という部分も、今後考えていかないといけないのかな

と。やはり、外国人方用の当然外国語のポスター、もろもろ、喫煙所もあれば御理解

いただいて吸っていただけるので、その辺のところはまた委員会のほうで検討させて

いただきたいと思ってます。以上です。  
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〇山西委員長  ありがとうございます。ほかに御意見、御質問等ございますでしょ

うか。 

 外国人観光客等の増加に伴う対策ということで、もちろんチラシや、それから表示

を英語、中国語、ハングル語等表示するというのはそうなんですけれども。指導員自

身が実際指導しに行くときに、そのことをちゃんとできるかどうかというその辺の、

指導なり研修なりというのは、もしあればお聞かせいただければと思うんですけど、

どんなもんなんでしょうか。多分禁止地域やでというところあたりまでは英語なら何

とかなりそうかなと、過料で１，０００円やというのはどうするんやろなと。それが

中国語、ハングル語になってきたら、さらにどうなるのかなというあたり、少し気に

なりますので、お聞かせ願えればと思います。  

〇金箱課長  今の委員長の御質問ですけれども、一応、言葉としては手持ちの資料

は持っていただいておると。ただ、やっぱり身ぶり手ぶり、それからそういう形で何

とかという形がやっていただいてるのか。ちょっとそこんとこ済みません、また私も

十分意見交換してませんので確認して、今の委員長、それから各委員の意見をもとに、

できるだけそういう外国人の方にも指導、わかるような形の指導をできるような形を

ちょっと考えて。だからベースとしての資料は持っていただいてるということで、御

理解いただけませんか。 

〇山西委員長  ありがとうございます。清見委員。  

〇清見委員  御堂筋の千日前通りから心斎橋の間ぐらいに、もう１、２カ所くらい

喫煙所をつくるというのは、やっぱり現状では難しい。指導員の方も大丸の前から

「たばこ吸う場所どこやねん。」と言われて、まさか「道路１本外れたら吸えま

す。」とは指導員の方は言えないですよね。そうすると、淀屋橋まで行くのか難波ま

で行くのかというところで、一番今あそこがもう中央区の方も非常に困られてるとこ

ろなんで、ぜひこれを機会に何とか前向きに御協力お願いします。以上です。  

〇山西委員長  貴重な御意見ありがとうございます。あと、委員の方々よろしいで
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しょうか。 

 そうしましたら、次の議題のほうに移らさせていただきたいと思います。  

 たばこ市民マナーエリア制度の活性化ということについて、少し田中さんのほうか

らも御報告あったんですけれども、さらに追加してということでお願いできますでし

ょうか。 

〇金箱課長  それでは、資料の２２ページを御覧いただきたいと思います。先ほど

も今までの路上喫煙対策の取り組みのところで、触れさせていただきましたけれども、

たばこ市民マナー向上エリア制度というのが平成２０年度より全国に先駆けて、これ

はこの条例が一方的に規制するんではなしに、たばこを吸う人、それから市民、事業

者からもそういうたばこのマナーということに考えていただいて、行政の規制だけや

なしに両方でよりよいまちづくり、安全・安心なまちづくりをという考え方でこうい

うような制度ができたところでございます。  

先ほども、資料にありましたように各団体、この資料の・の３番目でございます

けれども、日常的な街頭啓発、啓発ポスターの掲示等の活動、それから啓発物品など

でそういうふうに啓発を行っていただいた、そういうような形でそれぞれ取り組んで

いただいてるところでございます。  

 そういうことも含めまして、この制度の重要性とは私ども十分認識はしております

が、なかなか各団体との活動の状況、それからどういうところが団体としていろいろ

と思いを持っておられるか、そういうことにつきましてなかなかこの２０年度からも

う既に６年ほど経過してる中で、これまで十分な意見交換できてるかというと、そこ

んところはそこまでいってないのかなという認識を持っておりますので、ページめく

っていただきますと、２４ページ２５ページのような各団体へアンケートといいます

か、簡単なものではございますけれども、そういうことをお送りというか一度アンケ

ートをとらせていただいて、その中でいろいろ出てくる意見につきまして、また意見

交換するきっかけということで取り組んでいけないのかなと考えております。したが
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いまして、各委員の先生方の意見、それからいろんなアドバイスをいただいた中で、

そういうふうにたばこ市民マナーエリア団体と連携を取っていきたいということで、

本日提案させていただいたところです。御意見よろしくお願いいたします。  

〇山西委員長  ありがとうございます。  

 そうしましたら、このたばこ市民マナーエリアの制度の活性化、さらに活性化して

いくためにどういうふうにしていったらいいのかということを含めて、このアンケー

ト調査をすることはどうか、その内容はどうか、また意見、団体等の間での交流だと

か意見交換なり、要は設置すべきかどうかを含めまして、委員の方々、御意見、御質

問がありましたらいかがでしょうか。田中委員。  

〇田中委員  非常にアンケートをするということはいいことだというふうに感じて

おります。そもそもその制度があることに関して、制度そのものを活性化するという

よりかは、制度をどう使っていくかというところで、やはり活性化すべきじゃないか

というふうに思ってます。  

 その中でちょっと感じたんですけれども、アンケートの中で⑩のところ、貴団体の

取り組みでうまくいってる事例などがありましたら御記入くださいということなんで

すけれども。このマナー向上ですね、やはり子ども、将来社会を担っていく小学生で

あるとか、中学生、高校生、大学生も含めてマナー向上に対して、やはり大人たちが

やっていることを傍観するのではなく、一緒に活動に加わるとか。小学校の学校とと

もに一緒に活動していけるような、そういう素地があればなおさらいいのかなと。今

回アンケートをとってみて、そういう子どもとのかかわりであるとか、小学校と学校

機関との連携であるとか。そういったことがもし見られれば、さらにそういうことを

行政のほうでも支援していくような体制をとれれば、おもしろい活動ができるんじゃ

ないかなというふうに思ってます。  

〇山西委員長  ありがとうございます。あと、御意見ございますでしょうか。  

 吉田委員、何か質問、従前、パブリック・コメント等に関してかなり御要望があっ
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たかと思いますが。 

〇吉田委員  このアンケート、参加団体へのアンケートはいいことと思うんですが。

逆に言いますと、もう少し広げるという趣旨から、その参加されてない団体に対して

の何かこう前向きな、単に募集してますよではなくて、例えば商店街いっぱいこれ登

録されてますが、じゃあ、そのほかのやられてないところに対しても、ここだけの商

店街でこんな運動されてますよと、もう少し勧誘するようなアクションもあってもい

いんじゃないかなというのが１点。  

 もう１点、行政予算が乏しい中でいろんなグッズが減ってきておるというところで、

これ賛否両論あるんですけれども、企業さんがある種ＣＳＲ活動の一環で、そういっ

たものはですね、広告を兼ねての提供を求めるというようなことについても御検討い

ただいたらいいんじゃないかなと思います。以上です。  

〇山西委員長  ありがとうございます。あと、御意見ございますでしょうか。田中

委員。 

〇田中委員  先ほどのお話でちょっと感化されたんですけれども。参加してない団

体の周知もとても大事なことだと私も思っております。最近、やはりそれを行政がや

るのではなくて、民と民でお互い広げていくというような動きがあればすごいいいこ

とだと思いますし。最近は、行政では難しいＳＮＳ、フェイスブック、ツイッター等

ですね、使い方によっては非常に効果的なものであり、そういうものを使って、例え

ばここは禁止区域にすべきだとかいう話もできるだろうし。そういう民と民がお互い

が支えあうとか、知らせるとかいう関係づくりをいかにつくっていけるかというとこ

ろで、行政は支援していく必要があるのかなというふうにちょっと感じました。  

〇山西委員長  ありがとうございます。あと、御意見ございますでしょうか。よろ

しいでしょうか、今回は。  

 さらに、次の議題といたしまして、たばこ市民向上エリア制度の新規応募団体、た

った今、参加してない団体にどう勧誘するか、さらにそれをもっと行政指導じゃなく
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て、民と民の間でどうやって活性化していくかという御意見も吉田委員、田中委員の

ほうからなされたかと思いますが、それも踏まえまして、この新規応募団体等につい

て議題で検討したいと思うんですけれども。この件に関しまして、公開、非公開の大

阪市のほうの指針等がございましたら御説明いただけますでしょうか。  

〇金箱課長  それでは、お手元に審議会等の設置及び運営に関する指針の抄という

ことで、解釈・運用手引きをお渡ししておるかと思いますけれども。その中で１枚め

くっていただきますと、本来会議は公開ということをまずうたっております。次これ、

この資料のページで言いますと１７ページに、ただしということで会議におきまして

個人に関する情報それがある場合につきましては、非公開ということでできるという

ことがございます。 

 たばこ市民マナー向上エリア制度につきましては、申請書等につきまして参加する

などの参加者の名簿とか、そういうことも踏まえて資料提供の上、議論いただくこと

になりますんで、このいわゆる個人情報に該当するような情報がございますので、こ

の事案につきましては非公開ということでお願いしたいと思います。以上でございま

す。 

〇山西委員長  ただいま、大阪市の指針として個人情報にかかわる問題があるので、

非公開ということでという御提案がございました。  

 それでは、まず非公開の取り扱いで、この点に関してはまずは審議したいと思いま

すが、それでよろしいでしょうか。  

              （異議なしの声あり） 

それでは、非公開で審議をしたいというふうに思いますので、申しわけございま

せんが、傍聴の方や、それから報道関係者の方は御退席お願いできますでしょうか。  

御協力ありがとうございます。  

               ≪非公開≫ 


